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・天然変性タンパク質のデータベース
- 2009年活動開始（2011年公開）
- 1,110 エントリ，13,097 領域：真核，核内
(昨年10月に最新バージョンを公開)
-世界最大規模のアノテーションデータベース
・天然変性領域中の相互作用領域（ProS）を収集
- 348 エントリにProSあり
・全データ，マニュアルアノテーション
・全コンテンツはXML, RDFでダウンロード可能

IDEALってなに？ 天然変性タンパク質ってなに？

天然変性領域にある機能部位
構造を形成し結合
Protean Segment（ProS）として収集

形をとらないタンパク質
機能：シグナル伝達，転写制御など
多くの翻訳後修飾部位を持つ

p+

p

にも参画しています！

IDPcentral

IDEAL (@2022) 
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IDEALをのぞいてみよう！ SPARQL endpoint 設置

エントリ

エッジ

ネットワーク

クリックしていくうちに
相互作用，機能が実感できる

XML RDF
SPARQL endpoint
クエリによる検索も可能

UniProt, PDBj からもリンクされている
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液滴を形成する天然変性タンパク質

リン酸化に伴うイベントの表現

JBC, 2019, Gomes 

UniProtの局在情報から液滴をリスト化 2020年7月公開

クリ
ック

液滴の局在情報

リン酸化に起因する生命現象の記述
例）Smad3のリン酸化カスケード情報 エクセルで公開
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リン酸化に伴うイベントの表現：情報のXML・RDF・可視化計画

SBGN-ML

IDEAL-XML

リン酸化情報入力エディター

IDEAL-RDF リン酸化に伴うイベントのデータ化・可視化・標準化
（同じデータからは同じ図が描かれる）作成済：60エントリ

Smad1の遷移図

アノテータ

グラフツール
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NeProc：機械学習を用いた”天然変性領域・ProS”予測プログラム
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アミノ酸配列を入力

：構造領域
：天然変性領域

：ProS

IDEALに登録がないタンパク質はNeProcで予測ができる

立体構造やPfamドメインに
相当する領域

低複雑性領域，coiled coil領域，
膜貫通領域



おわりに

PDBが整備されてタンパク質の立体構造研究が飛躍的に進展したように，
まだ未知のことだらけの天然変性タンパク質研究の進展には，
質の高いデータベースが必要不可欠です．
IDEALは欧州のDisProtとともに，研究のインフラストラクチャとして
継続的，安定的な情報提供を行ってきたいと考えています．
IDEAL開発チームの活動をご理解いただけると幸いです．
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